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まえがき

日本語を学ぼうとする入、日本の;文化など日本事情を理解したいと考える人はさまざま

です。日本国内や日系企業への就学・就業を目指す方もいれば、日本文化の学問的研究を

目指す方もいます。国際的な政治・経済の動向にともない日本語および日本事情の学習へ

の要望は刻々と変化し多様化しています。

日本で学ぶ留学生は、日本語で専門課題を学習する正規生に加え、より短期間の学習を

目指す者も増え、受け入れる大学側も英語で提供する講義を増やすなど様態が多様化して

います。同時に日本語および日本事情学習に対するニーズも多様化しています。さらに、

留学生の出身国籍も多様化し、異なる母語や文化的背景をもっ学習者への柔軟な対応が求

められ、かつ教育を支援するために解決すべき課題も多様化しています。特に短期間の留

においては学習の効率化が課題であり、補足自習教材等の充実が不可欠です。他方、英

語で教育を受ける学生や研究を実施する研究者達にも、日本での生活のサポートとなる日

本事情の教材が必要です。本学で開発している自習用e-learning教材等は多様化する学生・

研究者を大学等の高等教育研究機関が受入れるために必須であり、その国際化に資するも

のです。

本誌に収録した研究論文等は、当留学生センターの日本語・日本事情教育の現場での実

践的活動から得られた成果でありアウトカムです。今年度も、日本語を読む、書く、聞く、

話す、を自指す学習者への新しい指導の試みや理論展開など多様な研究論文と報告を掲載

することができました。必ずや今後の教育における論拠や示唆となるものと信じておりま

すので、ご活用いただければ幸甚です。

なお、平成22年度に文部科学省より認定を受けた筑波大学留学生センターの全国共同利

用日本語・ 5本事情遠隔教育拠点は今平成26年度が当初計画の最終年度であり、留学生セ

ンターがグローパル・コモンズ機構の中の国際交流支援部門として統合され、より邑際的

な大学を目指すうえでの過渡期を迎えています。来年度からは新たな組織の枠組みの中で

日本語・日本事情遠隔教育拠点として活動を引き続き強化し、日本語・日本事情の教材の

作成、教育法の発信、そして遠隔教青による海外との交流および国際ネットワーク構築に

つなげてゆくことが本学の責務と考えます。皆様のご指導・ご助言をこれからも宜しくお

願いいたします。

2015年 2月

グローバル・コモンズ機構

毘際交流支援部門(留学生センター)

郡部門長河瀬員琴
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5月21日(水) 日本語学習者の評価を考える

10月9日(木) 対照研究と言語教育

ハワイ大学マノア校教授 近藤ブラウン妃美

麗津大学教授井上優

2月13日(木)・ 14日(金) 第一呂文化とことばのコラボレーション 1
1ム
A
せ
円
、
U

筑波大学留学生センタ一文化とことばのコラボレーション実行委員会



あとがき

筑波大学留学生センターは、今年も大きな変革の波の中にあった。平成26年度にグロー

パル・コモンズ機構に国際交流支援部門として統合されたものの、新しい機構の体制が整

うまでの問、既存の組織も存続することになったため、新組織と!日組織が併存するという

奇妙な状況が続いた。その一方で、筑波大学がスーパーグローパル大学として採択された

ことに伴い、日本人学生の毘際化を国るための実践的外国語教育の推進と、その基盤とな

るべきコミュニケーションカをつけるための国語教育と、激増する留学生に対する日本語

教育のさらなる充実という 3つの大きな柱からなる「グローバル・コミュニケーション教

育センタ-(仮称)J構想が立ち上がった。留学生センターの日本語等教育部門は、平成27

年度からグローバル・コモンズ機構から離れて、その新センターに入る予定となっている。

したがって、このセンター論集30号は留学生七ンターの下で発行される最後の号とな

る予定である。本号には 6本の研究論文と、 12本の報告が寄せられている。研究論文の中

には、本センターの専任・非常勤の教員によるものばかりでなく、本学の大学院生や大学

院修了生との共同研究論文も含まれている。本センターにおける日本語教育が、教員ばか

りでなく、大学院人文社会科学研究科の国際地域研究専攻および国際日本研究専攻の続生

たちによっても支えられていることの証であろう。

本号に掲載されている報告論文からもわかるように、激増する留学生たちの多様なニー

ズに対応するため、初級から中上級に至るまで多様な日本語クラスが実施され、様々な意

欲的な取り組みが実践されている。また、今年度は 5年間にわたって本センターが行って

きた日本語・日本事情遠隔教育拠点事業の第一期が終了する。本年度も5本語等教育部門

の業務を滞りなく行ってこられたのは、センター長をはじめ、グローパル・コモンズ機構

の冨際交流支援部門の先生方および事務職員の皆様、そして非常勤の日本語教員の方々か

らの多大な協力と献身的な支援のおかげであり、心から感謝申し上げたい。

一方、来年度から始まる「グローバル・コミュニケーション教育センタ -J の全容はま

だ不明である。教員は心を合わせて新たな課題と取り組んでいく必要があろう。筑波大学

のグローパル化に伴う日本語教育のさらなる充実、改善のために、引き続きご協力とご支

援をお願いしたい。

2015年 2月

留学生センタ一日本語等教育部門長

加約千恵子



「日本語教育論集j の編集発行について

1 .目的

(昭和63.9.29改訂)

(平成 2.2.20改訂)

(平成18.1.24改訂)

(平成26.1.27改訂)

日本語教育およびその関連領域に関する教育研究上の成果を編集発行ゐする。

2.編集委員会等

「日本語教育論集j の編集発行に関する事項を審議するための編集委員会を置き、編

集委員会は編集委員で組織する。

3 ，編集委員

留学生センタ一日本語等教育部門の教員によって構成する 0

4，編集委員の任期

編集委員の任期は、 l年とするが、再任を妨げない。

5，投稿資格

原則として、本学の専任・非常勤教員とする。

共著の場合は、上記の教員が 1名含まれていればよい。

また、共同研究者、研究協力者など、留学生センター長が適当と認める者。

6. 投稿論文の分野

日本語教育およびその関連領域に関するもの。

7，投稿論文の採否

編集委員あるいは編集委員の委嘱する専門家の査読の結果により、編集委員会が採否

を決定する。

8 使用言語および書式

使用言語は日本語または英語とするが、編集委員会で認める限りどの言語でもよい。

原稿は編集委員会の定める書式に従い、長さは原則として20ページを越えないものとす

る。

9，発行回数

原則として、年 1回とする。

毎年、 9月初旬に投稿申し込み、 10月初旬に投稿締切、査読を経て12月初旬に最終原

稿締切、翌年2月末に発行予定とする。

10，その他

本論集は、筑波大学電子図書館に登録されている。
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